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１ 第４期 吹田市小中一貫教育推進プランの趣旨・目的 

将来の変化を予測することが困難な時代に対応するためには、子供たちが社会の変化に対して受け

身で対処するのではなく、主体的に向き合って関わり合い、その過程を通して、一人ひとりが自らの可能

性を最大限に発揮し、よりよい社会と幸福な人生を自ら創り出していくことが重要です。そのため、学校は

子供たち一人ひとりの可能性を伸ばし、新しい時代に求められる資質・能力を確実に育成していくととも

に、それに向けて求められる学校の在り方を不断に探究する文化を形成していくことが、より一層重要に

なります。 

 

国では、令和５年（２０２３年）に第４期教育振興基本計画が策定され、「２０４０年以降の社会を見据え

た持続可能な社会の創り手の育成」「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」という２つのコンセ

プトと、その実現に向けた方針が示されました。また、こども基本法の制定、ならびにこども大綱が閣議決

定され、すべての子供・若者が身体的・精神的・社会的に幸せな状態で生活を送ることができる「こども

まんなか社会」の実現を目指すとあります。 

 

本市では、本年度から第３期吹田市教育振興基本計画『吹田市教育ビジョン』がスタートします。当該

ビジョンにおいては、幼児教育から学校教育、生涯学習を通し、確かな学力、豊かな心と健やかな体を育

み、主体的に行動し、他者と協働しながら未来を切り拓く「総合的人間力の育成」を掲げているところで

す。令和６年度（２０２４年度）までの『吹田市小中一貫教育最適化プラン』では、様々な手立て（取組）を

示し、各中学校ブロックの状況に応じた取組をそれぞれで重ねてきましたが、全国的に不登校の児童生

徒が増加する中、将来の変化を予測することが困難な時代に一人ひとりが自らの可能性を最大限に発

揮し、よりよい社会と幸福な人生を自ら創り出していくため、校種間の段差軽減を通した学びの連続性と

成長を目指すべく、各中学校ブロックにおいて小中一貫教育の取組の重点化・焦点化を図ることが大切

です。そのため、本市教育委員会では、本年度から令和１１年度（２０２９年度）を取組期間として『第４期 

吹田市小中一貫教育推進プラン』を進めていきます。 

 

本プランの特徴として、校種間の段差軽減を通した学びの連続性と成長の保障を目指すため、中学校

ブロックごとに①「生きる力」と「新しい時代に求められる資質や能力」の育成 ②一人ひとりが尊重され

る学びの推進 ③児童生徒のつながりと教職員の連携の３つの視点で取組の柱を定め、「めざす子ども

像」の実現に向けた教育活動に取り組みます。 

また、千里みらい夢学園では、小中一貫教育校としてのこれまでの取組をさらに発信するべく研究・実

践を図り、積極的に１７中学校ブロックに発信していきます。そして、１７中学校ブロックでは、千里みらい夢

学園の研究・実践を参考に、中学校ブロックごとの特色を活かした取組を通して「めざすこども像」の実

現を目指していきます。 

 

小中一貫教育は「めざすこども像」に掲げた児童生徒を育む手段であるとともに、変化の中で求めら

れる学校の在り方を不断に探究するための手段です。本プランをもとに各中学校ブロックで取組を進め、

すべての子供たちの可能性を引き出す学びの連続性と成長の保障を図っていきます。 

 

※取組の推進と併せて、教育委員会では小中一貫教育を効果的に推進するための中・長期的な学校施設のあり方（施設一体型 

を含む）について、引き続き調査・研究を進めます。 

※「吹田の小中一貫教育を進めるために相応しい（suitable）プラン」となることを願い、愛称を「吹 sui（すいすい）プラン」として 

います。 



２ 小中一貫教育の取組の経過（参考） 

国の小中一貫教育を巡る動きとしては、平成２６年（２０１４年）に文部科学省から「小中連携教育とは、

小・中学校が情報交換や交流を行うことを通じて、小学校教育から中学校教育への円滑な接続を目指

す様々な教育」「小中一貫教育は、小中連携のうち、小・中学校が目指す子供像を共有し、９年間を通じ

た教育課程を編成し、系統的な教育を目指す教育」と定義が示されました。平成２７年（２０１５年）には

学校教育法等が改正され、平成２８年度（２０１６年度）から義務教育学校、中学校併設型小学校及び小

学校併設型中学校が制度化されました。また、令和３年（２０２１年）１月２６日に中央教育審議会『「令和

の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働

的な学びの実現～』が答申され、その中で「学習指導要領の着実な実施により義務教育の目的・目標を

達成する観点から、小学校６年間、中学校３年間と分断するのではなく、９年間を通した教育課程、指導

体制等の在り方について一体的に検討を進める必要がある」と示されています。 

 

本市における取組としては、まず小・中連携の取組として、平成３年度（１９９１年度）の第三中学校ブロ

ックによる「小・中連携を中心とした生徒指導のあり方」をテーマとし、大阪府の研究委嘱を受け、研究・

実践をスタートしました。当時は中学校における生徒指導面での課題が大きく、校内外での問題行動や

校内の荒れ、小・中学校の段差（中一ギャップ）による不登校の増加や学力の二極化などにもつながって

いました。 

そのような中、各学校が全ての教職員の共通理解のもと、保護者や地域との連携を重視しながら、課

題解決に向けた具体的な取組を進めるとともに、義務教育９年間を一体のものとして捉え、各中学校ブ

ロックの小・中学校が小・中連携、小・小連携を通してつながり合い、相互の機能を効果的に発揮しなが

ら「めざす子ども像」を共有し、教育活動を市内全域で展開してきました。 

平成１５年度（２００３年度）には竹見台中学校ブロックにおいて、９年間を見通した教育課程の編成や

個に応じた指導を重視した学力の充実を目標とする小中一貫教育の取組を大阪府・吹田市の研究指定

校としてスタートしました。また、平成１６年度（２００４年度）には、小中の緊密な連携を図り、一貫性のあ

る指導により生徒指導面及び学力面での課題解決をめざし、『吹田市小中一貫教育実施プラン』を策

定し、本市小中一貫教育の方向性を共有しました。同年、吹田市教育フォーラムにて竹見台中学校ブロッ

ク、青山台中学校ブロック、千里丘中学校ブロックが研究発表を行い、全中学校ブロックへ取組の発信に

努めました。平成１８年度（２００６年度）からは、小中一貫教育推進事業を展開し、全中学校ブロックへの

取組支援を行っています。さらに、平成２３年度（２０１１年度）には施設分離型小中一貫教育校「千里み

らい夢学園」をリーディングスクールとして開園し、５・２・２システムや 9 年間の教育課程の編成など、研

究・実践を進めています。 

平成２６年度（２０１４年度）からは『吹田市小中一貫教育実施プランⅡ』に沿った取組を展開してきま

した。４つの重点項目を①授業改善に向けた小中合同研究 ②コミュニケーション力の育成 ③中学校で

の６年生の教育活動の推進 ④保護者・地域への積極的な発信 とし、小中一貫教育を通して「確かな

学力」の充実・中学校への円滑な接続を図りました。特に、①については、各中学校ブロックにおいて平

成２９年度（２０１７年度）にはキャリア教育を、平成３０年度（２０１８年度）には全ての教科・領域における

幼小中・小中一貫教育カリキュラムの策定を行いました。また、②における英語教育の推進にあたっては、

千里みらい夢学園の研究成果を生かし、小学校１年生からの外国語活動の実施に向け、教育課程特例

校を拡充し、令和２年度（２０２０年度）からの新学習指導要領に備え、平成２９年度（２０１７年度）には全

小学校で展開しています。 

令和２年度（２０２０年度）からは、全ての教科・領域における幼小中・小中一貫教育カリキュラムをもと

に、千里みらい夢学園を「小中一貫教育校」、１７中学校ブロックを「小中一貫教育推進校」とし、『吹田

市小中一貫教育最適化プラン』に沿った取組を展開してきました。①主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善 ②グローバル人材の育成 ③自ら考え、行動する子供の育成 ④保護者・地域への

積極的な発信の４つの重点項目を掲げ、新型コロナウイルス感染症対策としての臨時休業・分散登校・

活動制限の中で、各中学校ブロックが取組の見直しを図り、新たな取組の形を構築しました。 


